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全国高等学校アームレスリング選手権大会 

                                    スポーツ振興課 

 
１． 目的 

高校生を対象に青少年の健全育成と地域の活性化を図ると共に、全国に「笠間市」を発信してい

く。 
 

 
２．内容 

全国の高校生を対象に、日本アームレスリング連盟と市が協力し運営する全国大会で、大会は男

女別に実施する。 
部門は下記の全１５部門となっている。 
男子個人の部 
体重６０Kg 以下、７０Ｋg 以下、８０Kg 以下、８０Kg 超級の８部門（右腕・左腕別） 
女子個人の部 
体重５５Kg 以下、５５Ｋg 超級の４部門（右腕・左腕別） 
団体の部 
男子２部門（右腕・左腕別）、女子１部門（右腕のみ）の３部門 
 

 
３．実施状況 

日 時  平成２２年１０月２４日（日） 
場 所  笠間市民体育館 
参加者  ３９校 ９４名 
参加者地域内訳 
 北海道 １名．東北１２名．関東６７名（県内６０名）．中部１１名．近畿１名．四国１名．

九州１名 
参加校名は別紙のとおり 
 
 

 
４．内部評価 

 地域活性化センターの認定事業になっており引き続き実施していく。（平成２６年度まで補助）

アームレスリングは競技自体の普及度が低く、参加者の規模拡大が困難な状況ではあるが、PR
の手法を検討していく必要性がある。 
 
 

 
 



 
５．外部評価委員会の意見 
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○知名度の低いスポーツの振興を図りたいと市当局が熱心に取り組んでいることは大いに評価で

きるが，それも国の補助が在ってこそで，それが切れた時点では見直しが必要だろう。26 年度ま

では継続して差し支えないと思うが，審判員や選手たちにアンケートを取り，それに基づいて改善

できるところは改善していくことを望みたい。 
 
○高校生の健全育成及び地域の活性化や笠間市の知名度の向上については一定の評価ができるこ

とから，大会参加校や参加人数の増加について創意工夫のうえ，当面は事業を継続すべきと思われ

る。 
 なお，（財）地域活性化センターのスポーツ拠点づくり推進事業の支援終了時点で，参加人員等

の推移を踏まえながら，休止又は廃止を含めて，再検討すべきと思われる。 
 
○アームレスリング自体がマイナーな競技だけに「大会」という場を提供することは，その道に励

んでいる人達にとっては良い大会であろうと思われますが，補助が終了した時点で，笠間市が独自

に実施する事業かどうかは，参加団体数，参加人数も考えても必要性に疑問が残ります。連盟との

協力が不可欠で，笠間市だけでその任を負うことではないように思います。 
 「競技」としてではなく，気軽に参加できるスポーツとしてイベント的に定着させる事から小学

生や中学生に気軽に親しんでもらい，広がりにつなげていくこともできるのではないでしょうか。

 
 

 
６．外部評価に対する改善等の取り組み 

 高校生の健全育成及び地域の活性化や笠間市の知名度向上等については一定の評価をいただ

きましたが、現在補助を受けている「スポーツの拠点づくり推進事業」の目的の一つである継続

的な大会開催を達成するため事業認定後１０年となる、平成２６年度までは実施していきます。

また、参加者の増員を図るためには日本アームレスリング連盟の組織力を活用した参加者募集の

協力についての強化を図っていきたい。 
 

 




